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事業名 事業 街路 事業

胡屋泡瀬線 区分 主体 沖縄県
ご や あ わ せ せ ん

起終点 延長

自：沖縄県沖縄市中央 １．０km
おきなわしちゅうおう

至：沖縄県沖縄市室川
おきなわしむろかわ

事業概要 当路線は、沖縄環状線嘉手納基地ゲート付近から胡屋十字路を通り、国道３２

９号高原交差点を結ぶ道路である。新規事業区間として中の町の市道中の町2号線～市道胡屋・照屋線ま

での区間L=1.0km（４車線）の道路整備を行う。

事業の目的、必要性

本路線は沖縄県総合交通体系調査報告書の中では４車線の幹線道路として位置づけられており、国道

330号,沖縄ﾊﾞｲﾊﾟｽ及び国道329号等の主要幹線道路と接続する重要度の高い道路となっており、中城湾港

新港地区・東部海浜開発地区を支援する道路として早急に整備する必用がある。

全体事業費 ７３億円 計画交通量 15,200台／日

費用便益 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年

分析結果 74 億円 111億円 平成１７年

億円 走行時間短縮便益：108億円1.73 事 業 費： 73

億円 走行費用減少便益： 2億円維持管理費： 1

交通事故減少便益： 1億円

事業の効果等

・都市の再生（中の町市街地再開発事業を支援する）

・他のプロジェクト（沖縄市都市ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝにおいても東西ｼﾝﾎﾞﾙ交流ﾈｯﾄﾜｰｸ軸として位置づけられてい

る。また、事業中である沖縄市の市道胡屋１８号線（市庁舎前線）と連携した整備である ）。

関係する地方公共団体等の意見

中心市街地へのアクセス機能強化を図ることや中城湾港開発地区と市街地の物流・交通流の処理向上

及び沖縄バイパスとの接続等、沖縄市の東西骨格軸を担う主要な幹線道路となり、また、中の町市街地再

、 、 、開発事業等周辺街区活性化の先導役を務める事業として 更に 中心市街地の活性化に資する道路として

早期整備促進の要請がある。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


